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６．６．６．６．Os CincoOs CincoOs CincoOs Cinco---- Pados Pados Pados Pados「「「「Sete contosSete contosSete contosSete contos」と」と」と」ともう一つの物語もう一つの物語もう一つの物語もう一つの物語    

    

 １９６４年に出された Os Cinco-Padosの、唯一のアルバムの中に収録されて

いる曲の中に、エルメートが提供した Sete Contos（７つの物語）という曲があ

る。Os Cinco- Padosは、後にエルメートが所属した伝説のカルテットとして語

り継がれる Quarteto Novoのギタリスト、エラルド・ド・モンチの率いたグル

ープで、エルメートとは縁のあるアーティストである。想像するに、彼らの友

情からこのアルバムの曲の提供に到ったと思われる。未発表も含めて４０００

曲以上あるといわれるエルメート曲の中でも、この曲は発表された中ではごく

初期の作品の一つにちがいない。実は、この曲はエルメートにしてみると、苦

い思い出の残る忘れられない曲であるという。 

 この曲を提供したエルメートは、ある日ギャラをもらいサンパウロの道を歩

いていた。そのとき、突如刃物を持った強盗にズボンのポケットを引き裂かれ、

手にしたばかりのギャラを全て奪われてしまったそうだ。幸い怪我はなかった

ものの、当時の給料一ヶ月分に相当する額を一度に失くしてしまったショック

に、彼はしばらく立ち直れなかったらしい。私がその話をエルメート本人から

聞いたとき、つらい出来事も４０年以上経った今となっては苦い思い出として

語れるようになったといった印象を受けた。私とエルメートとの、この話を加

えて Sete Contosが Oito Contos（８つの物語）になったと語り合ったことが記

憶に新しい。 

    

７．フローラ・プリンの渡米７．フローラ・プリンの渡米７．フローラ・プリンの渡米７．フローラ・プリンの渡米の真相の真相の真相の真相    

    

 ブラジル人歌手の中でも世界的に最も知名度の高いフローラ・プリン。夫の

アイルト・モレイラとのおしどりコンビは世界でもつとに知られ、日本にも度々

来日している。音域のさほど広くなかったフローラに、歌詞を必要としないス

キャット歌唱法を教えたのが、何を隠そうエルメート・パスコアルだ。そんな

フローラの１９６７年の渡米により、後に夫となる当時恋中であったアイルト

も彼女の後を追うように渡米し、伝説の Quarteto Novoは解散に到る。 

 どのようにしてフローラは渡米したのか？あまりこのことは話題にはならな

いが、２００６年末の旅で私は、エルメートから非常に興味深い話を聞くこと

となった。「フローラをアメリカに連れて行ったのはアメリカ人の振付師のレニ

ー・デイルだよ」私はこの話をエルメートの口から聞いたとき、鳥肌が立つほ



ど興奮を覚えた。同時に、今まで疑問に思っていたことが一挙に氷解した。 

 振付師のレニー・デイルは、１９６０年を中心にリオのベッコ・ダス・ガハ

ーファスを拠点として、主に歌手として活躍した。彼のダイナミックな歌唱法

とカリスマ性は、エリス・ヘジーナをはじめとする名だたるミュージシャンた

ちに大きな影響を与えたといわれる。（詳しくは、このサイト上に掲載されてい

る筆者のエッセイ「ボサノヴァダンスを生み出した謎のアメリカ人振付師、レ

ニー・デイル」を参照のこと）その彼の影響がフローラにも大きかったことは

想像に難くない。おそらく、レニーの歌唱法に大きな影響を受けたフローラは、

本場アメリカに夢と希望を抱いてレニーと共に渡ったのであろう。その後のフ

ローラのアメリカ、果ては世界レベルでの活躍は敢えてここで言及する必要は

ないであろう。 

 余談ではあるが、今回の渡伯の際、リオ・デ・ジャネイロにおいて友人でピ

アニストのオズマール・ミリートに再会した。彼は１９６０年代から活動を開

始し、ピアニスト、アレンジャーとして現在まで活躍している。彼の初めての

録音こそが、何を隠そう１９６５年発表のフローラ・プリンの初めてのアルバ

ム“Flora é MPM”である。彼は当時の様子を語ってくれた。「当時フローラは、

ドラマーのドン・ウン・ホマァンと結婚していて、離婚した後アメリカに渡っ

て行ったよ」チック・コリアのリターン・トゥ・フォーエヴァーやソロ、夫と

の活躍など、後のきらびやかなサクセスストーリーが何かと話題になる彼女で

はあるが、当時様々な思いを持ってアメリカに渡って行った彼女のことを思う

と、歴史の重みを感ぜずにはおれなかった。 
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 「ブラジル音楽史上最大の歌手は？」という質問に、多くのブラジル人は１

９８２年に３６歳の若さでこの世を去ることとなった伝説の歌手エリス・ヘジ

ーナと答えるであろう。ブラジル音楽界最大の鬼才エルメート・パスコアルも、

１９７９年にブラジル音楽界最大の歌姫エリス・ヘジーナとスイスのモントル

ージャズフェスティヴァルで共演し、彼女の実力を本物だと認めていて、１も

２もなくブラジル音楽史上最大の歌手はエリス・ヘジーナだと答える。では、

エリス・ヘジーナに次ぐ歌手は？となると、ブラジルでも意見が分かれる。エ

ルメートは、エリス・ヘジーナに次ぐ歌手はクラウジアだと答えている。 

 クラウジアは１９４８年５月１０日のリオ・デ・ジャネイロに生まれる。現

在までに２０枚以上の録音を残しているクラウジアの歌唱スタイルは、ダイナ

ミックで迫力があり、エリス・ヘジーナを想わせる。そんなクラウジアは、意

外なことに１９６０年代に来日し、日本を代表するジャズサックス奏者の渡邊



貞夫氏と共演をしたり、ライブハウスなどで演奏するなど６ヶ月ほど滞在した

そうだ。日本語で歌ったＬＰも１枚残したらしい。そんなクラウジアをエルメ

ートは高く評価し、私のここ二年の渡伯の際には必ずといっていいほどクラウ

ジアの話をエルメートはしている。 

エルメートとクラウジアの共演は１９８０年にＥＰＩＣより発売されたクラ

ウジアのアルバム「Claudia」で聞くことができる。 

    

９．エリス・ヘジーナとのモントルーでの思い出９．エリス・ヘジーナとのモントルーでの思い出９．エリス・ヘジーナとのモントルーでの思い出９．エリス・ヘジーナとのモントルーでの思い出    

    

 上述したように、エルメート・パスコアルがブラジル一の歌手として絶賛す

るエリス・ヘジーナ。ブラジル音楽界最大の鬼才エルメート・パスコルとブラ

ジル音楽界最大の歌姫エリス・ヘジーナ。二人のビッグスターの最初で最後の

共演が１９７９年のスイスのモントルージャズフェスティヴァルにおいてなさ

れたことはつとに知られる。このときのライブの模様は、１９８２年にエリス

の死後に発売されたアルバム「Elis em Montreux」からも伺い知ることができ

る。加えて You Tubeのサイトでは、当時の二人の奇跡のセッションを目にする

ことが可能である。なんともすばらしい世の中になった、と感動している者は

私だけではないであろう。 

 このときの二人のセッションは、ライブのアンコールの余興的なもので、３

曲だけの貴重な共演となった。（このときの模様は拙文であるが、当サイトに世

紀の対決：エリス・ヘジーナＶＳエルメート・パスコアル）として掲載してい

るので、興味のある方はご笑覧いただきたい。）つまり、エルメートは自己のグ

ループを率いて、エリス・ヘジーナは夫君セーザル・カマルゴ・マリアーノを

中心としたグループで別々にショーをおこなっていたのである。 

 エリスの夫として、またピアニストとして主に１９７０年代のエリス・ヘジ

ーナの活躍を影で支えたセーザル・カマルゴ・マリアーノは、１９４３年サン

パウロに生まれた。幼少期から英才教育を受け、１９６０年代にはジャズボッ

サトリオの最高峰と位置づけられるサンバランソトリオやその後のソントレス

での活躍は有名な話である。エルメートとは同時期から活躍するセーザルは、

ブラジル音楽史に残る天才的なピアニストとして名高い。全て独学で音楽人生

を歩んできたエルメートに対して、セーザルは徹底的な英才教育を受けた。エ

ルメートが在籍した伝説のサンブラーザトリオも、セーザルが抜けたサンバラ

ンソトリオ（ベースにウンベルト・クライベール、ドラムにアイルト・モレイ

ラ）にエルメートがピアニストとして加わることで結成されたグループで、二

人は対照的に比べられることも時折ある。 

 エルメートの話で印象的だったのが、スイスのモントルーでのセッションの



後、エリスは夫のセーザルに「私はこんな（エルメートのような）ピアノ演奏

をバックに演奏がしたいの！」と語気を強めて話していたこと。激しい気性で

知られるエリスは、エルメートとの共演で感じた純粋な思いを率直に夫君にぶ

つけたのであろう。優しく温厚な人柄のセーザルがそれに対してどのように受

け止めたのか、想像を膨らませることしか私にはできない。 

このモントルーでの成功を受けて、エリス・ヘジーナ、エルメート・パスコ

アルのブラジルを代表する二組のアーティストは、東京田園コロシアムでのラ

イブアンダーザスカイ出演のため奇跡の初来日を果たすのである。 

 

10101010．ジョビンのソングブックの中の．ジョビンのソングブックの中の．ジョビンのソングブックの中の．ジョビンのソングブックの中の Tema JazzTema JazzTema JazzTema Jazzでの衝撃の録音秘話での衝撃の録音秘話での衝撃の録音秘話での衝撃の録音秘話    

    

 ジョビンの死後の１９９５年に、ルミアールディスコスから出されたソング

ブック集がある。ジョビンに縁のあるアーティストからブラジルを代表する巨

人までが、二枚のアルバムに全３２曲をインストゥルメンタルバージョンで録

音している。どれもがすばらしい名曲揃いで、急逝したマエストロジョビンへ

の敬意を込めて演奏する当アルバムはまさに２０世紀の名盤といえる。その中

でもひときわ異彩を放つのが、エルメート・パスコアルとオズマール・ミリー

トによる「Tema Jazz」である。この曲は１９７０年発表のジョビンの名作 T 

ide（潮流）の中に収録されている曲で、当時のエルメートはフルートで存在感

溢れる強烈な演奏を残している。２５年後の再録では、ピアニストにオズマー

ル・ミリートを迎え、エルメートはピアニカ（ブラジルではエスカレータと言

う）と瓶をダイナミックに演奏する。私のもう一人の友人もあるオズマール・

ミリートに出会った際、ミリートがこのときの話をしてくれた。「もともとこの

曲は３分くらいの予定で考えていたんだ。けれど、エルメートの鬼気迫るプレ

イに私もすっかり乗せられて、気がつけば１０分近く演奏していたんだ。あれ

はバーハのスタジオでの録音だったと記憶しているが、あのときの演奏は今も

耳から離れないよ。エルメートは信じられないミュージシャンだよ。」 

 レコードファンの中で「無人島に持っていきたい１０枚のレコードは？」と

いった話がよくなされることがあるが、このＣＤは私の中でぜひとも無人島に

持っていきたい１枚であることは確かだ。 

２００７年４月１４日 


